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行う対象として、 CGT 遺伝子を発現していた CG4 細胞と全く発現が認められなかった NIH3T3 細胞とを選択した。
プロモーターアッセイの結果、ー309bp からの領域によって、 CG4 細胞においてはベクターのみを導入したコントロー
ル細胞群とくらべ約20倍もの活性が認められるのに対して、 NIH3T3 細胞においてはコントロールの 2 倍前後の活性
しか認められないことが分かった。さらに CG4 細胞においても -99bp まで削り込んだ場合では、 NIH3T3 細胞でみら
れるのと同程度の低い活性しか得られなくなることが分かった。以上のことより、 CGT 遺伝子の組織特異的な発現
に携わる配列は-309から -99 の領域に存在することが分かった。







で、 CGT CUDP-galactose: ceramide galactosyltransferase) 遺伝子のスイッチ ON ， OFF のメカニズムを探り、遺
伝子発現の観点からオリゴデンドロサイトの分化機構にアプローチしたものである。その結果、 CGT 遺伝子の組織
特異的発現を司るプロモーター領域の同定において興味ある知見を見いだしており、博士(理学)の学位論文として
十分価値のあるものと認める D
